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そのうち， t-BuLi/bis(2 ,6-di-t-butylphenoxy )methylaluminum [MeAl(ODBP) 2J (Al/Li = 5) の組み合わせによる
トルエン中 -780CでのTMSMA の重合で，高度にシンジオタクチックで分子量分布の狭いPMAD(rr= 96%) が生
成することを見出した。この開始斉IJによるメタクリル酸エチル (EMA) の重合ではヘテロタクチックポリマーが生成
するのとは際だって対照的な結果である。これらの結果を第 2 章に述べた。
第 3 章では， t-BuLi/MeAl(ODBP) 2 による TMSMA の重合をさらに詳しく検討した。その結果，開始剤のAl/
Li 比を 5 とし， -950Cで重合を行うと， nづき量98%を越えるPMADが得られた。この値はこれまでに報告されてい
るうちで最も高い値である。また，重合反応はリビングに進行することを明らかにしたo t-BuLiによる重合で得られ
るポリマーアニオンにMeAl(ODBP) 2 を添加してTMSMA の重合を続けることによって， これまでで最も立体規則
性の高いステレオブロックポリマーを得ることに成功した。
第 4 章では， t-BuLi/MeAl(ODBP) 2 による TMSMA とメタクリル酸アルキルの共重合反応の制御について述べ
。。??
た。すなわち， t-BuLi/MeAl(ODBP) 2 によるEMA と TMSMA の共重合では，立体的かさ高さの小さいEMA が優
先的にMeAl(ODBP)zの配位を受けて活性化されるため，先に重合し，この後TMSMA の重合が引き続いて起こる結
果，ヘテロタクチック poly(EMA) とシンジオタクチック PMADブロックからなるブロック共重合体が一段階で生
成することを見出した。さらに，メタクリル酸トブチルを加えた 3 成分系共重合でもブロックポリマーが得られた。






















そのうち， t-BuLi/bis(2 ,6-di-t-butylphenoxy )methylaluminum [MeAl(ODBP)zJ (Al/Li =5) の組み合わせによる
トルエン中でのTMSMA の重合で，高度にシンジオタクチックで分子量分布の狭いPMADが生成することを見出し
た。特に，開始剤のAl/Li 比 5 ， -950Cでの重合で， rr含量98%を越えるPMADを得ている。この値はこれまでに




いることに着目し， TMSMA とより立体障害の小さいEMA の共重合反応を行い， EMA が優先的に活性化されて先
に重合し，この後TMSMA の重合が引き続いて起こって立体規則性ブロック共重合体が一段階で生成することを見
出している。この手法は 3 成分系共重合にも適用できる O
以上のように，本論文は，メタクリル酸シリルエステルのアニオン重合で，分子量，分子量分布，立体規則性ならびにモノ
マ一連鎖を同時に制御しうる重合系を見出して， リビ、ング重合による高分子構造の多重制御を可能にした初めての例であり，
精密重合の新しい分野を切り開いたものといえ，博士(理学)の学位論文として価値あるものと認める。
ハ同
υ
